
　　



拙

著

「春

城
隨

筆
」
を
世

に
問

う
た

の
は
昨

年

の
末
で

あ

つ
た
。
本

年
三
月
、

大
震
災

に
壊

れ
た
家
屋

の
改
築

に
取
り
か

・
り
、

牛
込
矢
來

に
假
寓
を
定

め
た
當
座
、
訪

ひ
來

る
人
も
少

か

つ
た

の
で

、
圖

ら
ず
閑

を
得

て
、
漫

興
雜

感

を
筆

に
託
し

た
の
が
此

の
隨
筆
で

あ

る
。

署
し

て

「隨
筆
春

城
六
種

と

い
ふ
は
、
内
容

が
六
種

に
分

れ

て
ゐ
る
か
ら
で

あ

る
。
第

一
は

感

興
深

き

追

懐
」、
第

二
は

「獄
窓
舊
夢
談
」
で
、
共

に
私

の
囘
顧
録
中

か
ら
、
聊

か
奇

警

に
|庶

幾
《

ち
か
》い
も

の
を
收
録

し
た

の
で
あ

る
。
第
三

の

「圖

書
そ
の
折

々
」
は
、
私

が
圖
書
研
究

に
沒
頭

し
た
頃
、
折

に
觸

れ
て
書

い
た
も
の
を
更
ら

に
加
除

訂
正
し

た
の
で
、
長

篇
、
短
章
錯
綜

し
て
ゐ

る
。
第
四

「趣
昧
談
撮
餘
」
は
、「・春

城
隨
筆
」
の

「趣

昧
談
叢
」
に
入
れ

る
筈

で
あ

つ
た
の
が
、
紙
數

に
制
限

さ
れ



て
收

め
得

な

か

つ
た
も
の
を
採
録

し
た

の
で
あ

る
。
第
五

「意
外

録
」
は
、
人

事

其
他
で
案

外
と
感
ず

る
こ
と

を
百
件

近
く
寄

せ
集

め
た
も

の
で
、
詼

謔

蒙

求
と
で
も

い
ふ
べ
き
戲
筆
で

あ

る
。

第
六

「衝

口
發
]
は
、

故
人

の
書
名

を
借

用
し
た

の
だ

が
、
實

は
出
鱈

目
の
片

々
録
で
、
世
相

に
觸

れ
た
折

々
の

座
談

を
筆
記

し
た
も

の
で

あ
る
。
奇
警

を
欲
す

る
だ

め
特

に
漢
交
崩

し

の

文
體

を
選

ん
だ
け

れ
ど
も
、

眼
高

く
手
低

き
を
奈
何

せ
ん
で

あ

る
。
要

す

る
に
、

全
篇
漫

興

の
偶
筆
で
、
大
方

に
示
す

に
足

る
と

は
思

は
な

い
が
、

數

月

の
勞

に
成

つ
た
も
の
を
、
流

石

に
反
故
籠

に
捨

て
か
ね

て
、
爰

に
出

版

す

る
こ
と

に
な

つ
た
。

　
　

昭

和

ご
年

六

月

中

浣

　

　

春

城

識

す
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